
         財務の概要（令和 4 年度決算） 
1． 資金収支計算書 

資金収支計算書は、当該会計年度中の全ての収入と支出に係る内容と資金の顛末を明示するも

のです。収入には前受金収入等の実質翌年度の収益となる負債なども含まれ、支出には経費のほか

に資産を形成する資本的支出や、前年度の負債である前期末未払金支払支出なども含まれます。 
令和４年度の収入の合計が 47 億 56 百万円で、これに前年度繰越支払資金の 64 億 55 百万円を

加えると、収入の部合計額は 112 億 11 百万円になります。一方、当年度の支出合計額は 43 億 30
百万円で、これを収入の部合計額から差し引くと、翌年度繰越支払資金は 68 億 81 百万円となり、

予算額より 3 億 90 百万円増加しました。 

  
 
 

収入の部

支出の部

資 産 運 用 支 出 501 501 0

そ の 他 の 支 出 222 221 1

支 出 の 部 合 計 11,495 11,211 284

当 年 度 資 金 支 出 合 計 5,004 4,330 674

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,491 6,881 △ 390

(53)

施 設 関 係 支 出 57 67 △ 10

設 備 関 係 支 出 274 275 △ 1

借 入 金 等 利 息 支 出 0 0 0

借 入 金 等 返 済 支 出 0 0 0

教 育 研 究 経 費 支 出 1,715 1,384 331

管 理 経 費 支 出 448 437 11

収 入 の 部 合 計 11,495 11,211 284

人 件 費 支 出 1,908 1,849 59

当 年 度 資 金 収 入 合 計 5,040 4,756 284

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,455 6,455

そ の 他 の 収 入 299 268 31

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 431 △ 472 41

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 543 506 37

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 50 58 △ 8

雑 収 入 36 35 1

資 産 売 却 収 入 800 800 0

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 145 70 75

寄 付 金 収 入 86 23 63

補 助 金 収 入 360 315 45

手 数 料 収 入 41 41 0

（単位　百万円）

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 3,111 3,112 △ 1

〔 予 備 費 〕 47 47

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 221 △ 404 183



         財務の概要（令和 4 年度決算） 
2． 事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は、当該会計年度の「教育活動」、「教育活動以外の経常的な活動」及び

「前記二つの活動以外の活動」に対応する事業活動収入及び事業活動支出の内容を明らかにする

とともに、基本金組入額を控除した当該会計年度の諸活動に対応する全ての事業活動収入及び事

業活動支出の均衡の状態を明らかにするものです。 
令和４年度の基本金組入前当年度収支差額は 5 億 51 百万円の支出超過となりました。前年度

繰越収支差額、基本金組入額及び基本金取崩額を加算しますと、翌年度に繰り越される収支差額

は 8 億 51 百万円となりました。 

  

（参考）

事 業 活 動 収 入 計 3,835 3,665 170

事 業 活 動 支 出 計 4,699 4,216 483

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 1,463 1,463 0

基 本 金 取 崩 額 47 30 17

当 年 度 収 支 差 額 △ 1,145 △ 642 △ 503

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 365 851 △ 486

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 △ 864 △ 551 △ 313

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 281 △ 91 △ 190

〔 予 備 費 〕 47 47

(53)

特 別 支 出 計 11 27 △ 16

特 別 収 支 差 額 △ 3 △ 11 8

12 △ 1

そ の 他 の 特 別 支 出 0 15 △ 15

特 別 収 入 計 8 16 △ 8

経 常 収 支 差 額 △ 814 △ 540 △ 274

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

科　　　目

資 産 売 却 差 額

事

業

活

動

支

出

の

部

科　　　目

資 産 処 分 差 額 11

0 0 0

そ の 他 の 特 別 収 入 8 16 △ 8

教 育 活 動 外 支 出 計 0 0 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 50 58 △ 8

事

業

活

動

支

出

の

部

科　　　目

借 入 金 等 利 息 0

50 58 △ 8

その他の教育活動外収入 0 0 0

0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教 育 活 動 外 収 入 計 50

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 864 △ 598 △ 266

事

業

活

動

収

入

の

部

科　　　目

受 取 利 息 ・ 配 当 金

58 △ 8

事

業

活

動

　

支

出

の

部

科　　　目

人 件 費 1,909 1,851 58

教 育 研 究 経 費 2,217

徴 収 不 能 額 等 5 5 0

教 育 活 動 支 出 計 4,641 4,189 452

教 育 活 動 収 入 計 3,777 3,591 186

1,839 378

管 理 経 費 510 494 16

付 随 事 業 収 入 145 70 75

雑 収 入 42 39 3

寄 付 金 86 23 63

経 常 費 等 補 助 金 352 306 46

3,111 3,112 △ 1

手 数 料 41 41 0
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（単位　百万円）

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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         財務の概要（令和 4 年度決算） 
3． 賃借対照表 

令和５年３月３１日現在における資産、負債及び純資産で財政状態を見ると、資産総額は前

年度と比較して 2 億 85 百万円減少し 233 億 62 百万円となり、負債総額は 2 億 66 百万円増

加して 16 億 97 百万円となりました。 
基本金の増加額の 61 百万円の内訳は、91 百万円の組入と 30 百万円の取崩です。繰越収支

差額は、8 億 51 百万円の収入超過となり、前年度と比較して 6 億 12 百万円の減額となりま

した。 
 

  
 

資産の部

固定資産

　 有形固定資産

　　　土地、建物、構築物

　　　機器備品、図書、車両

　 特定資産

　　　第３号基本金引当特定資産

　　　その他

　 その他の固定資産

　　　有価証券

　　　その他

流動資産

　　　現金預金

　　　有価証券

　　　未収入金

　　　その他

資産の部合計

負債の部
固定負債

　　　退職給与引当金

　　　その他

流動負債

　　　未払金

　　　前受金

　　　預り金

負債の部合計

純資産の部
基本金

　　　第１号基本金

　　　第３号基本金

　　　第４号基本金

繰越収支差額

 翌年度繰越収支差額

純資産の部合計

減 価 償 却 の 累 計 額 10,048 9,674 374

基 本 金 未 組 入 額 168 18 150

21,665 22,216 △ 551

負債及び純資産の部合計 23,362 23,647 △ 285

851 1,463 △ 612

851 1,463 △ 612

226 226 0

311 311 0

20,277 20,216 61

1,697 1,431 266

20,814 20,753 61

506 415 91

54 59 △ 5

950 686 264

390 212 178

743 745 △ 2

4 0 4

23,362 23,647 △ 285

747 745 2

58 154 △ 96

12 10 2

6,881 6,455 426

300 811 △ 511

21 35 △ 14

7,251 7,430 △ 179

3,826 3,640 186

3,805 3,605 200

226 226 0

1,594 1,725 △ 131

1,820 1,951 △ 131

8,037 8,319 △ 282

2,428 2,307 121

16,111 16,217 △ 106

10,465 10,626 △ 161

（単位　百万円）

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減


